
     ５月  定 例 ・ 臨 時  教育委員会会議録  

日   時  平成２７年 ５月２２日（金）  午前・午後１０時００分から 

場   所 山梨市役所 ３階 応接室 

出席委員名 木 藤 勇 興・幡 野 勝 彦・坂 本 公 仁・廣 瀬 孝 子 

出   席 

事務局員名 

教育長 丸 山 森 人、小川鉄男、中村貴仁、中村雅彦、角田弘樹 

 

  委員会書記 中沢 敏 

 

 議題及び議事の大要 

 

木藤委員長）前回の欠席のお詫び、今後もよろしく。 

 

幡野委員）再任を受けた。２期目ということで、平成３１年まで頑張っていきたい。 

 

○議事 

（１）委員長及び委員長職務代理の選任について 

 

木藤委員長）選任について図ります。 

 

丸山教育長）これまでの流れから行くと、互選ということになります。順で行くと、

廣瀬さんになるが。 

 

坂本委員）職務代理は「誰が」ということは無かった。委員長は任期中１回（２年目）

にやっていたようだが。 

 

丸山教育長）新制度になると、教育長が委員長を兼ねるが、それが再来年からとなる。

だとすれば、幡野委員、廣瀬委員で１年ずつというのはどうか。 

 

木藤委員長）では、新委員長は幡野委員、職務代理は廣瀬委員ということで。 

 

幡野委員）新制度に入ったが、丸山教育長の任期中は旧制度でよい、ということか。 

 

丸山教育長）その通り。 

 

木藤委員長）では交代します。 

 

幡野委員長）それでは座長を務めます。 

 

 



（２）市内小・中学校（園）及び施設訪問実施について 

 

 丸山教育長）資料説明。 

 目的は今まで通りだが、今年は、見せたい授業を行ってもらうことにした。 

 

木藤委員）懇談の形式は変わるのか。 

 

丸山教育長）資料にあるように、今まで通り。 

 

木藤委員）新しい試みの授業を行った時の懇談は、その担当先生の気持ちを直接聞く

ことができないので、校長先生等に伝えておいてもらいたい。 

 

幡野委員長）懇談の中で出る要望は、施設設備等が多い。それだけではなく、子供や

教師の悩みなどを知りたい。そこも出してほしい。 

 

丸山教育長）事前に各校長に連絡しておく。 

 

幡野委員長）公民館は、昨年見なかった所か。 

 

角田リーダー）昨年見た公民館が少なかったので、昨年度よりやや多い。 

 

幡野委員長）生涯学習課とも調整して、各公民館でも話を聞いていく。 

 

廣瀬職務代理）昨年、八幡小で、給食を子供たちと一緒に食べたことが良かったので、

今年もできる所があればうれしい。 

 

丸山教育長）こちらからは特にそういう注文までしなくてもよい。 

また、つつじ幼稚園では昼食は試食しない。 

 

 

（３）平成２８年度使用教科書の採択について 

 

 角田リーダー）資料で説明。 

 

 幡野委員長）市の概要（１）はこれまでと違うか。 

 

 角田リーダー）同じ。よりはっきり示したもの。 

 

 幡野委員長）（２）は、市町村で採択することもできる、という新たなことか。 

 

 角田リーダー）そういうことです。 



 

 幡野委員長）（３）は。 

 

 角田リーダー）各市で行われると思われるので、甲州・笛吹両市と足並みをそろえる。 

 

 角田リーダー）特に興味のあるものでよいので、持ち帰り、読んでみてください。 

  

 

（４）「牧丘・三富地域小学校統合準備会」について 

 

 角田リーダー）資料説明。 

 

 坂本委員）準備会の委員はどういう人ですか。 

 

 角田リーダー）各学区から３名（区長会長、理事、公民館長）×４で１２名。ＰＴＡ

も３名（各校会長、副会長×２）×４で１２名。各校の校長、教頭で８名。教育委員会

５名。事務局（市）４名。合計で３７名です。 

 

 木藤委員）校名募集について、有権者はどのくらいか。 

 

 角田リーダー）５，０００～５，５００人くらいか。 

 

 木藤委員）票が分かれた場合は、どうするのか。 

 

 角田リーダー）最終的には、教育委員会で１つにしぼる。 

 

幡野委員長）場所についての提案は。 

 

角田リーダー）クラス数、施設数などの資料を示して考えてもらう。 

 

木藤委員）どこかに決まった場合、不足するものに対しての予算はあるのか。 

 

角田リーダー）予め、いくつか考えている。９月補正で対応する。大規模改修も考え

ているが、今年度は厳しいと思われる。 

 

 

幡野委員長）「ただ集めただけではない」ということを示すためにも、少しでも先の

ことを言ってほしい。 

 

小川課長）単なる数合わせではないこと、ハード・ソフト共に、明るい話を少しでも

言っていきたい。 



 

坂本委員）これまでの各校の歴史をふまえた新たなものを作っていくことを考えてほ

しい。 

 

幡野委員長）電子機器等は高額だが、予算措置を頑張ってほしい。 

 

 

（５）給食施設センター化の方針について 

 

 小川課長）資料説明。 

 

 坂本委員）検討委員会の結果を踏まえ、今後のスケジュールを考えておいた方が良い

と思う。「スピード感」を持つことが大事。 

 

 幡野委員長）ここまで話し合ってきたが、保護者の理解を得ることが一番大事。この

資料があれば大丈夫だと思うが、ここにもう一つ「給食費が減る」とか、何かいいこと

があれば、より強くなると思う。 

 

 小川課長）現状、給食費は食材の値段だけなので、難しい。 

 

 廣瀬職務代理）保護者はマイナスイメージしかないので、そこを払しょくするような

データを示すことが大事。 

 

  

 

（６）総合教育会議について 

 

 小川課長）秘書人事課の事務となる。日程は６月２４日午前中の予定（追って通知が

届く）。議題は調整中（統合と給食センターか）。 

 

 

（７）市民会館耐震補強大規模改修、市立図書館建設について 

 

 中村課長）図面等で説明。 

 

 

 坂本委員）休館は。 

 

 中村課長）９月からだが、完成が未定。（予定は来年度末くらいか。）休館中の図書館

の事もあるので、なるべく早く示したい。また、河川法の手続きもある。なお、予算は

補正なしの予定。 



 

 

（８）その他 

 

 丸山教育長）学校等の状況について、今のところ大きなものはないが、先日、山梨小

の児童が国道１４０号の万力交差点で自動車にひかれた。幸い数日休んだ程度で済ん

だ。 

 

 角田リーダー）エアコンについて、前回も話をしたが、南中は進んでいる（Ｈ２６補

助事業）。北中、笛川中、八幡以南の小学校について、４月の内示では、県内すべてで

エアコンがらみは不採択となった。国は、耐震やバリアフリーに重きを置いていて、現

状改善は後回し。しかし中学校については、南中だけというのはよくないので、地方債

を使って事業できるよう進めていく。小学校については、続けて補助事業に手を上げて

いく。 

 

 

（議事終了） 

 

 

【連絡事項】資料のとおり説明 

 

次回  ７月 ７日（火）１０:００～ 

 

議決事項   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、会議において必要と認めた事項 

 

 
 


